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【集いの報告】 

 
私たち特定非営利活動法人このまちで暮らす会（平成２９年３月３０日設立）は、最期

まで在宅で暮らすことを望む人たちを、支援できる地域のサポートシステムを創ることを、

活動の大きな目標にしています。 

今回、在宅で看取りを担っている「訪問看護ステーションの責任者（看護師）」から、在

宅での看護と看取りの実際の話を聞くとともに、武蔵浦和から南浦和にかけてのさいたま

市南部で、最後まで我が家で暮らすための条件づくりについて考えるために、標記「集い」

を開催しました。 

 

現在、我が家で大往生している人は、約１割と言われていますが、この地域で支え合い、

助け合える仕組みができれば、「我が家で大往生」できる人の割合ももっと高くなります。 

参加者の皆さんに、「我が家で大往生するために必要なのは何か」－その正確な知識と医

療・看護・介護そしてボランティア等の必要な情報を、学んで自分のものにしていただく

ために集いを開催しました。 

 

本「集い」では、第１回目で、武蔵浦和地域の市民のみなさんに、訪問看護ステーション

ぽけっと代表取締役上田浩美さん（看護師）から、「在宅での看取りの実際と『我が家で大

往生』する条件づくり」について、話してもらいました。（参加者数 ２４） 

第２回目は、南浦和地域の市民のみなさんに、ケアサービスきりん取締役の平蔵見子さ

ん（看護師）から、「在宅での看取りの実際と『我が家で大往生』する条件づくり」につい

て、話してもらいました。（参加者数 １７） 

 第１回、第２回の両方に出席された参加者もあり、在宅での看取り関する正しい知識と

最新の情報を得ることができたと思います。 
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【集いを終えての感想】 
 

 今回の集いで、参加された方々に「住み慣れた自宅で、出来る限り長く過ごす」ことが

可能であること、そして「我が家で大往生できる」ことも、理解してもらえたと感じてい

ます。 

 多くの人が、「最後まで住み慣れた自宅で過ごしたい」との思いを持っているのは事実で

す。しかし、現実には「家族にかける苦労」のことを考えると、なかなか「在宅療養」に

踏み切れないで、最期を病院や施設で迎えるという選択をする人も多くなります。 

 何事も「覚悟」と「事前の準備」が大切です。 

 自分が本当に「住み慣れた自宅（我が家）で最後まで暮らす」ことを選択するという覚

悟を決める。 

そして、具体的に、①どういう病気のときに在宅が可能なのか、②自分の家に訪問診療

で来てくれるお医者さんがいるのか、③在宅医療に精通した訪問看護師がどこにいるのか、

③介護をはじめとする生活上の援助を誰に頼めるのか・・・等々、必要な情報と知識を身

につけておくことが不可欠です。 

今、さいたま市南区でも 5 人に一人が、65 歳以上の高齢者になりつつあります。当然、

訪問診療をしているお医者さんも、新しい在宅希望者を診てくれる余力が小さくなってい

ます。 

その意味では、参加された皆様が、「在宅療養」ということを生活設計のなかの一つの選

択肢と位置付け、情報集めから事前の準備を始めていくとともに、在宅医療を担ってくれ

ているお医者さんや看護師さんを大切にし、あわせてお互いに助け合う仕組みを創り上げ

るきっかけとなったら嬉しいです。 

  

【掲載データ】 
 

市民の集い ポスター   

 

 

 



 

 

 



第１回市民の集い レジメ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 
 

 



 

第 2 回市民の集い レジメ 

 

在宅での看取りの実際と「我が家で大往生」する条件づく

り 

                ケアサービスきりん  平蔵 見子 

                   

 

  まず質問です。 

     「我が家で大往生したいと思っている人」 

 
     それは、何故ですか？ 
 

  昔々、家で亡くなるのが当たり前の時代がありました。 

  その後、病院で亡くなるのが当たり前になり、今は果たして……。 

 

   

自分らしさが叫ばれる時代です。 

  「自分らしく最期まで生きるために」と言う、テーマの勉強会（講演会）が 

あちこちで開かれています。 

   

自分らしく生きるために、先ず必要なのは何か？ 
 

   

次に必要なのは？      何処で＝場所 

 

     自宅（子供の家） 

 

     施設……特養  

 

        有料  



 

死亡原因       

第１位    悪性新生物 

           ２位    心疾患 

           ３位  

       

         年齢別  １位   ０～４歳       先天性奇形  

                  ５～１４歳       悪性新生物 

                 １５～３９歳        

                 ４０～８９歳 

                 ９０～９４歳 

                 ９５以上 

 

 

 

      

 

『がん』になった場合、あなたは、終末期をどう過ごしたいですか？ 

    

  自宅 

 

  施設 

 

  病院   

 

 

実は、『がん』よりも大変な『非がん』の終末期 

 

 

 

 

『我が家で大往生』 そのために必要な条件は？ 

 

   我が家で自分らしさは可能か？         


